
2008

11 / 15
　

玄
宮
園
は
、
江
戸
時
代
初
期
を

代
表
す
る
「
池ち

泉せ
ん

回か
い

遊ゆ
う

式
庭
園
」

を
現
代
に
伝
え
る
名
園
で
、
唐
（
中

国
）
の
時
代
の
玄げ

ん

宗そ
う

皇
帝
の
離
宮
を

な
ぞ
ら
え
て
い
る
も
の
で
す
。　

　

四
季
折
々
の
優
美
な
姿
を
見
せ

る
玄
宮
園
を
夜
間
特
別
公
開
し
ま

す
。
秋
色
に
染
ま
る
夜
の
玄
宮
園

は
、
昼
と
は
ま
た
別
の
表
情
を
見

せ
ま
す
。

　

池
に
映
る
紅
葉
と
夜
空
に
浮
か

ぶ
天
守
の
幽
玄
な
世
界
を
「
光
の

祝
祭
〜
彦
根
城
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
〜
」

と
併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

期
間
中
は
鳳ほ

う

翔
し
ょ
う

台だ
い

に
お
い
て

お
茶
席
が
行
わ
れ
ま
す
（
お
菓
子
付

５
０
０
円
）。

期
間　

11
月
15
日
㈯
〜
11
月
30
日

㈰　

午
後
６
時
〜
同
９
時
（
入
場

は
午
後
８
時
30
分
ま
で
）

場
所　

彦
根
城
玄
宮
園

入
場
料　

大
人
５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観
光
協

会
☎
23-

０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

１
９
１
９
番

▲ライトアップされた玄宮園から望む彦根城

　（平成19年11月25日撮影）

◀
水
面
に
映
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

木
　々
（
平
成
19
年
11
月
25
日
撮
影
）
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小
学
生
の
部

第
一
席

　
『
し
ん
ぱ
い
し
た
よ
。

　

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
』〈
作
文
〉

　

三
井
佳か

奈な

さ
ん(

若
葉
小
学
校
１
年)

第
二
席

　
『
彦
根
の
ほ
こ
り
井
伊
直
弼
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
作
文
〉

　

棚た
な

橋は
し

瑞み
ず

季き

さ
ん(

城
西
小
学
校
５
年)

第
三
席

　
『
お
い
、
ギ
ャ
ー
ゴ
』〈
作
文
〉

　

麻あ
さ

野の

修
し
ゅ
う

平へ
い

さ
ん(

稲
枝
北
小
学
校
５
年)

中
学
生
の
部

第
一
席

　
『
生い

の

ち命
の
く
さ
り
』〈
作
文
〉

　

板い
た

谷や

崇た
か

央ひ
ろ

さ
ん(

虎
姫
中
学
校
３
年)

第
二
席

　
『
八
十
歳
の
歳
の
差
が
教
え
て

　

く
れ
た
人
生-

あ
り
が
と
う
、

　

お
お
ば
あ
ち
ゃ
ん-

』〈
作
文
〉

　

廣ひ
ろ

部べ

あ
す
か
さ
ん(

河
瀬
中
学
校
２
年)

第
三
席

　
『
田
ん
ぼ
で

　

思
い
出
づ
く
り
』〈
作
文
〉

　

宮
本
滉こ

う

平へ
い

さ
ん(

南
中
学
校
２
年)

高
校
生
の
部

第
一
席

　
『
外
の
世
界

  -

魂
の
燃
焼-

』〈
随
想
〉

　

上
田
詠
子
さ
ん

　

(

京
都
光
華
高
等
学
校
２
年)

第
二
席

　
『
母
の
一
生
』〈
創
作
〉

　

石
田　

南
さ
ん

　

(

泉
陽
高
等
学
校
１
年)

第
三
席

　
『
シ
ア
ワ
セ
』〈
創
作
〉

　

　

瀬せ

玲れ

奈な

さ
ん

　

(

彦
根
東
高
等
学
校
３
年)

最
優
秀
賞

『
僕
ら
の
諸
事
情
と
、   

 

生
理
的
な
問
題
』

〈
小
説
〉

　
　

河
島　

光
あ
き
ら

さ
ん

（
愛
知
県
名
古
屋
市
在
住
）

佳　

作

『
冬
が
は
じ
ま
る
』

〈
小
説
〉

　
　

小こ

出い

で

ま
ゆ
み
さ
ん

（
大
津
市
在
住
）

　

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名
誉

市
民
で
あ
る
作
家
・
故
舟
橋
聖
一
氏
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
青
少
年
の
文
学
奨

励
を
は
じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化
の
振
興
を
図

る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

18
〜
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
20
回

「
青
年
文
学
賞
」
に
は
全
国
か
ら
68
編
の
応
募

が
、
ま
た
、
近
畿
各
府
県
お
よ
び
滋
賀
県
に
隣

接
す
る
各
県
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た

第
23
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に
は
、
１
５
４
編
の

応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
次
の
よ

う
に
決
定
さ
れ
、
授
賞
式
が
1 1
月
22
日
㈯
の
午

後
２
時
か
ら
彦
根
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

授
賞
式
は
、
一
般
の
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
図
書
館
☎
22-

０
６
４
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

０
３
０
０
番

　

第
２
回
の
受
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

舟
橋
聖
一
文
学
賞

　

舟
橋
聖
一
文
学
賞
は
、
国
宝
・
彦
根
城

築
城
４
０
０
年
祭
の
開
催
を
機
に
、
彦
根

市
の
発
展
を
図
る
た
め
に
昨
年
度
に
創
設

し
た
賞
で
す
。
文
学
の
振
興
を
通
じ
て
、

市
民
が
豊
か
な
心
を
育
み
、
香
り
高
い
文

化
を
築
く
た
め
、
名
誉
市
民
で
あ
る
舟
橋

聖
一
の
文
学
の
世
界
に
通
じ
る
優
れ
た
文

芸
作
品
に
対
し
舟
橋
聖
一
文
学
賞
を
贈
り

ま
す
。

荒山徹   プロフィール
　平成 11 年に韓国史上の英

雄である李舜臣を主人公とし

た長編小説『高麗秘帖』（祥

伝社）でデビュー。日本と韓

国の交流史を題材にした歴史

伝奇小説を書き続け、著書は

ほかに、『十兵衛両断』（新潮

社）、『サラン・故郷忘じたく

候』（文藝春秋）、『柳生薔薇剣』

（朝日新聞社）、『処刑御使』（幻

冬社）などがある。

　

作
品
名
『
柳
生
大
戦
争
』

　

著
者  

荒あ
ら

山や
ま　

徹
と
お
る

　
「
舟
橋
聖
一
文
学
賞
」
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
文
学
奨
励
賞
」、「
青
年
文
学
賞
」
の
よ
う

な
公
募
式
で
な
く
、
基
準
日
を
設
け
、
そ

の
基
準
日
よ
り
前
の
１
年
間
に
新
し
く
単

行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
優
れ
た
小
説
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。「
舟
橋
聖
一
文
学

賞
」
が
「
文
学
奨
励
賞
」、「
青
年
文
学
賞
」

に
応
募
す
る
人
の
刺
激
と
な
り
、
創
作
活

動
の
目
標
、
励
み
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

広
く
地
域
文
化
の
振
興
が
図
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

小学生・第３席

麻野修平さん

舟
橋
聖
一

顕
彰
文
学
賞

小学生・第２席

棚橋瑞季さん

小学生・第１席

三井佳奈さん

中学生・第３席

宮本滉平さん

中学生・第２席

廣部あすかさん

中学生・第１席

板谷崇央さん

高校生・第３席

　瀬玲奈さん

高校生・第２席

石田　南さん

高校生・ 第１席

上田詠子さん

　

今
年
の
受
賞
者
を

  
お
知
ら
せ
し
ま
す

受
賞
コ
メ
ン
ト

　　

今
回
、
生
ま
れ
育
っ
た
滋
賀
県

か
ら
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
賞
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
光

栄
に
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
『
僕
ら
の
諸
事
情
と
、
生
理
的
な

問
題
』
に
出
て
く
る
主
人
公
の
悩

み
や
葛か

っ

藤と
う

は
、
そ
の
ま
ま
僕
自
身

の
悩
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
こ
の
物
語
が
実
話
だ
と
い
う
意

味
で
は
な
く
て
、
た
と
え
虚き

ょ

構こ
う

と

し
て
創
作
し
な
く
て
も
、
こ
の
物

語
に
出
て
く
る
高
校
生
た
ち
と
同

じ
よ
う
な
内
面
が
、
き
っ
と
そ
こ

か
し
こ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
の
こ
ろ
の
気
持
ち
が
、
も
し

い
つ
か
、
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う

も
の
な
の
だ
と
し
た
ら
、
僕
は
ま

だ
身
体
や
心
に
あ
の
感
覚
が
残
っ

て
い
る
間
に
、
丁
寧
に
切
り
取
り
、

残
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
回
の
賞
は
、
滋
賀
で
産
声
を
上

げ
た
僕
の
、
運
命
と
い
う
素
敵
な

偶
然
の
賜
物
で
す
。

受
賞
コ
メ
ン
ト

　　

 

こ
の
度
は
、
青
年
文
学
賞
の
佳

作
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

佳
作
入
選
の
連
絡
を
い
た
だ
い

て
、
驚
き
と
と
も
に
喜
び
を
か
み

締
め
て
い
ま
す
。
十
代
の
こ
ろ
か

ら
書
き
始
め
た
小
説
が
、
や
っ
と

こ
の
よ
う
な
評
価
を
い
た
だ
け
る

も
の
に
な
っ
た
の
だ
と
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
書
き
た
い
と
思
い
描
く

も
の
と
、
実
際
に
出
来
あ
が
っ
た

も
の
と
の
差
異
を
感
じ
、
戸
惑
い

な
が
ら
、
こ
れ
で
い
い
の
か
と
迷

い
つ
つ
、
今
ま
で
書
き
続
け
て
き

ま
し
た
。
自
問
自
答
、
暗
中
模
索

の
中
で
何
度
も
心
が
折
れ
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

で
も
、今
回
の
入
選
で
、自
分
の

進
ん
で
き
た
道
が
間
違
い
で
は
な

か
っ
た
と
い
う
、
一
つ
の
答
え
を

も
ら
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
こ
の
栄
誉
あ
る
賞
を

糧
に
、
書
く
と
い
う
こ
と
に
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
、
よ
り
良
い
作
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



第
１
回　

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
20

年
12
月
定
例
会
の
開
会
日
に
、
議
場
に
お
い
て
、
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
、
平
成
20
年
12
月
定
例
会

の
本
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
傍
聴
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　

12
月
１
日
㈪　

午
後
１
時
〜

場
所　

彦
根
市
議
会　

議
場
（
彦
根
市

役
所
５
階
）

出
演　

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
Ｓ
ｈ

ｉ
ｇ
ａ

曲
目　

第
九
、
赤
と
ん
ぼ　

ほ
か

そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
、

議
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局
☎

30-

６
１
３
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

０
９
０
６
番
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「
家
屋
の
取
り
壊
し
」「
建
物
の
用
途
変
更
」

「
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
変
更
」
を
し
た
人
は

今
年
の
う
ち
に
届
出
が
必
要
で
す

　

固
定
資
産
税
の
課
税
の
基
準
と

な
る
日
（
賦
課
期
日
）
は
、
毎
年
１

月
１
日
で
す
。
固
定
資
産
税
は
、

賦
課
期
日
に
資
産
を
持
っ
て
い
る

人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
固
定
資
産

税
を
適
正
に
課
税
す
る
た
め
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

年
内
（
今
年
は
12
月
26
日
㈮
ま
で
）

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
書
は
、
税
務
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

②
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

（
例　

店
舗
か
ら
住
宅
へ
の
変
更
）

③
未
登
記
家
屋
の
所
有
者
を
変
更

し
た
と
き
（
例　

未
登
記
家
屋
の
売

買
）

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
資
産
税

係
☎
30-

６
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

宝
く
じ
の
助
成
金
で

太
鼓
を
修
理
さ
れ
ま
し
た

　

宝
く
じ
助
成
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
㈶
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
収
益
金
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成
20
年
度
、
八
坂
町
自
治
会

が
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
太

鼓
を
修
理
さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま
す

対
象
者　

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

つ
父
ま
た
は
母
（
す
で
に
死
亡
し
て

い
る
場
合
も
含
む
）
の
子
で
、
父
ま

た
は
母
の
被
爆
以
後
に
生
ま
れ
、

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
っ
て
い

な
い
人

実
施
期
間　

平
成
21
年
１
月
15
日

㈭
〜
同
３
月
31
日
㈫

申
込
期
間　

12
月
１
日
㈪
〜
同
19
日

㈮
検
査
項
目　

問
診
、
触
診
、
血
液

検
査
、
尿
検
査
、
肝
機
能
検
査

な
ど

費
用　

無
料

受
診
で
き
る
医
療
機
関　

彦
根
市

立
病
院
ほ
か
県
内
９
病
院

そ
の
他　

健
康
診
断
を
受
け
て
も

被
爆
者
手
帳
は
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先　

湖
東
地
域
振

興
局
地
域
健
康
福
祉
部
保
健
福

祉
課
☎
21-

０
２
８
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

７
５
４
０
番

中
小
企
業
向
け
の
融
資
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

　

原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
に

よ
る
中
小
企
業
者
の
厳
し
い
経
営

状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
滋
賀
県

が
中
小
企
業
融
資
制
度
と
し
て
、

「
原
油
・
原
材
料
高
騰
緊
急
対
策
資

金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
融
資
制
度
に
は
、
業
種
指

定
の
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
原
油
・
原
材
料
価
格
の
高
騰

を
受
け
、
仕
入
価
格
の
上
昇
を
販

売
価
格
な
ど
に
転
嫁
で
き
ず
、
売

上
や
収
益
が
減
少
し
て
い
る
中
小

企
業
者
が
対
象
で
す
。

対
象
児

３
歳
児
＝
平
成
17
年
４
月
２
日
か

ら
同
18
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

４
歳
児
＝
平
成
16
年
４
月
２
日
か

ら
同
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

◆
募
集
人
員

《
３
歳
児
》

▽
城
北
幼
稚
園
（
松
原
町
）	

20
人

▽
彦
根
幼
稚
園
（
本
町
一
丁
目
）	

20
人

　

※
池
州
分
園
を
除
く

▽
佐
和
山
幼
稚
園
（
芹
川
町
）	

20
人

▽
旭
森
幼
稚
園
（
東
沼
波
町
）	

20
人

▽
平
田
幼
稚
園
（
平
田
町
）	

40
人

▽
金
城
幼
稚
園
（
大
藪
町
）	

20
人

▽
城
陽
幼
稚
園
（
日
夏
町
）	

20
人

▽
高
宮
幼
稚
園
（
高
宮
町
）	

20
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
）	

20
人

《
４
歳
児
》

▽
城
北
幼
稚
園
（
松
原
町
）	

35
人

▽
彦
根
幼
稚
園
（
本
町
一
丁
目
）	

70
人

▽
彦
根
幼
稚
園
池
州
分
園
（
池
州
町
）

				





35
人

▽
佐
和
山
幼
稚
園
（
芹
川
町
）	

35
人

▽
旭
森
幼
稚
園
（
東
沼
波
町
）	

70
人

▽
平
田
幼
稚
園
（
平
田
町
）	

105
人

▽
金
城
幼
稚
園
（
大
藪
町
）	

105
人

▽
城
陽
幼
稚
園
（
日
夏
町
）	

35
人

▽
高
宮
幼
稚
園
（
高
宮
町
）	

70
人

▽
稲
枝
東
幼
稚
園
（
稲
部
町
）	

70
人

応
募
資
格　

本
人
お
よ
び
保
護
者

が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

（
平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
市
内
に

居
住
す
る
こ
と
が
確
実
な
場
合
を
含

む
）

◆
入
園
申
込
書
の
交
付

期
間　

11
月
17
日
㈪
〜
12
月
２
日

㈫
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
、

ま
た
は

教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
尾
末
町
）

◆
入
園
申
込
の
受
付

期
間　

1 1
月
25
日
㈫
〜
12
月
２
日

㈫
の
午
後
１
時
〜
同
４
時
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）

場
所　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園

※
入
園
申
込
書
と
、連
絡
用
封
筒
（
保

護
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
80
円

切
手
を
は
っ
た
も
の
１
枚
）
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
申
込
書
の
提
出
は
、
入
園

を
希
望
さ
れ
る
幼
児
一
人
に
対

し
て
、
市
立
幼
稚
園
１
園
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
☎
24-

７
９
７
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

　

平
成
21
年
度

　

市
立
幼
稚
園
入
園
申
込
の
受
付

通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

市
立
病
院
で
は
、
日
本
語
を
話

せ
な
い
人
か
ら
、
市
立
病
院
へ
電

話
で
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
、

在
宅
で
電
話
に
よ
る
通
訳
を
し
て

い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ま
た
は
中
国
語

を
話
す
人
か
ら
、
問
い
合
わ
せ
が
あ

っ
た
場
合
、
電
話
を
転
送
し
ま
す
。

そ
の
問
い
合
わ
せ
内
容
を
聞
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。
折
り
返
し
、
市
立
病

院
か
ら
問
い
合
わ
せ
内
容
の
確
認
を

し
ま
す
。　

時
間　 

原
則
と
し
て
、
月
〜
金
曜
日

（
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
。
毎
週
月
曜

日
の
午
後
の
み
な
ど
で
も
結
構
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
立
病
院
企
画

経
営
課
☎
22-

６
０
５
０
番
（
内

線
３
５
１
４
、３
５
１
５
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ

26-

０
７
５
４
番
、
Ｅ
メ
ー
ル:

info@
m

unicipal-hp.hikone.
shiga.jp

消
防
車
（
は
し
ご
車
）
を

売
却
し
ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
車
両
の
更
新
に

伴
い
、
消
防
車
と
し
て
の
役
目
を

終
え
た
公
用
車
を
、
条
件
付
き
一

般
競
争
入
札
で
、
売
却
し
ま
す
。

　

売
却
す
る
車
両
の
車
種
や
型
式
、

入
札
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

入
札
日
時　

12
月
４
日
㈭　

午
後

１
時
30
分
〜

入
札
場
所　

消
防
本
部
３
階　

大

会
議
室
（
西
今
町
）

入
札
参
加
資
格　

彦
根
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
個
人
、
ま
た
は
彦

根
市
に
事
務
所
（
本
店
、
支
店
も
し

く
は
営
業
所
）
が
あ
る
法
人
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し

な
い
も
の

①
市
税
に
滞
納
が
あ
る
人

売却車両

車種　消防車（はしご車）

総排気量　11.67ℓ

車名　ニッサンディーゼル（乗車定員５人）

初度登録　昭和62年1 1月

型式　P-AZ30D 改　

自動車検査証の
有効期限の満了日　

平成21年1 1月23日

走行距離　11,658㎞（10 月１日現在）

予定価格　50,000 円

　

ま
た
、
以
前
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
」

も
融
資
対
象
業
種
が
拡
大
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
商
工
会
議

所
☎
22-

４
５
５
１
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
26-

２
７
３
０
番
、
稲
枝
商

工
会
☎
43-

２
２
０
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
43-

６
３
３
８
番

◀修理された太鼓

（左）と、宝くじ助

成を受けたことを

示すシール

②
破
産
者
で
復
権
を
得
て
い
な
い

人
③
未
成
年
で
、
契
約
締
結
の
た
め

の
同
意
を
得
て
い
な
い
人
や
、

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し

て
い
な
い
人

そ
の
他　

売
払
物
品
に
つ
い
て
は
、

使
用
済
自
動
車
と
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。
引
き
取
り
後
は
、

引
取
証
明
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

入
札
参
加
申
込　

入
札
に
参
加
す

る
た
め
に
は
、
次
の
期
間
に
、

消
防
本
部
に
入
札
参
加
申
込
が

必
要
で
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間　

1 1
月
17
日

㈪
〜
同
28
日
㈮
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

問
い
合
わ
せ
先　

消
防
本
部
警
防

課
☎
22-

０
３
３
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

９
４
２
７
番
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彦根市では、「男女共同参画を推進する彦根市条例」を施行

しています。この条例では、女性も平等に能力を発揮する機

会の確保や、仕事と家庭の両立支援など、男女が共同して参

画できる環境づくりに積極的に取り組んでいる事業者の中

から、特に優れた事業者を表彰することとしています。

表彰の対象　市内の事業者（事業活動を行う個人、法人、非営利団

体および自治会、ＰＴＡなどの各種団体　など。国、地方公共団体は

除く）で、次のいずれかに該当するもの

❶女性も平等に活躍する職場づくりに、積極的な取り組

みを行っている事業者

❷家庭生活や地域活動と仕事との両立を支援するため、

法を上回る独自の制度があり、その制度を活用してい

る事業者

※法を上回る制度の例

　　育児短時間勤務制度において、育児・介護休業法

では、子の対象年齢は３歳未満になっているが、そ

の対象を４歳未満まで拡大している。子の看護休暇

について、法律は年間で５日間になっているが、10

日間に拡大している　など

❸その他、男女が共同して参画することのできる職場、

地域づくりに積極的に取り組んでいる事業者

〈募集期間〉　11月17日㈪〜平

成21年２月13日㈮（必着）

〈応募方法・問い合わせ先〉　応

募用紙（ 市民交流課、支所・各出張

所、男女共同参画センター「ウィズ」、

各地区公民館、彦根市ホームページ

にあります）に記入し、 市民交

流課（〒522-8501　元町4-2）☎

30-6113、FAX22-1398へ

〈対象〉市内か犬上郡および、近隣の市町に住む小学１〜６年

生　〈練習日時〉1 1 月９日㈰、同16日㈰、同30日㈰、12 月

７日㈰、同14日㈰、同21日㈰、平成21年１月18日㈰、同25

日㈰、２月１日㈰、同８日㈰の９：30 〜 1 1：30　〈場所〉ブ

リヂストン体育館（高宮町）　〈費用〉4,000 円程度　〈申込方

法・問い合わせ先〉電話かファクスで名前、学年、連絡先を

彦根市ハンドボール協会事務局（前川方）☎ 22-1065（FAX

共用）へ

〈内容〉料理教室を通して、ブラジル人講師と交流を図りま

す。料理を作りながら、みんなで、わいわい楽しみません

か。〈日時〉12月19日㈮　18：30 〜 20：30〈場所〉彦根市男

女共同参画センター「ウィズ」　〈受講料〉500 円。ただし、

材料費 700 円が別途かかります。〈持ち物〉ふきん２枚、

エプロン、三角巾　〈申込期間〉1 1月17日㈪〜 12 月 17 日㈬ 

〈その他〉託児あり。（０歳〜就学前、一人１回 200 円、要予約）　

〈定員〉20 人 〈応募・問い合わせ先〉電話かファクス、E メ

ールで、 男女共同参画センター「ウィズ」☎ 24-3529

（FAX 共用）、E メール：with.hikone@oboe.ocn.ne.jp へ

〈日時〉12月７日㈰　８：00 〜 13：00〈場所〉彦根総合地方

卸売市場（安食中町）　〈出店料〉１ブース 500 円 　〈出店数〉

35 ブース　〈申込期限〉12月１日㈪〈申込方法・問い合わ

せ先〉往復はがきの往信の裏面に住所、氏名、電話番号、出

店品目、人数、出店希望日を、返信の表面に郵便番号、住

所、氏名を書いてリサイクルステーション（〒 522-0088 銀

座町４-19）☎ 26-4810（FAX 共用）へ。※ファクスでの申し

込みはできません。

 

　市　民　環　境　ス　ク　ー　ル

 

　彦根市男女共同参画推進事業者表彰

 

　ウィズ多文化交流セミナー「ようこそ！ブラジル料理教室へ」

 

　エコマーケット「夢畑」

「
知
り
隊
！
教
え
隊
！
井
伊
直
弼
」

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
カ
モ
ン
ち
ゃ
ん
が

で
き
ま
し
た

 

こ
の
ほ
ど
、
市
民
創
造
事
業
の
一
つ
と
し
て
採

択
さ
れ
た
「
知
り
隊
！
教
え
隊
！
井
伊
直
弼
」

で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
【
カ
モ
ン
ち
ゃ
ん
】
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

　

滋
賀
大
学
経
済
学
部
・

チ
ー
ム
谷
口
ゼ
ミ
が
、
特
設

W
eb

サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
を
作
り
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
直
弼
へ
の
想
い
を
ブ
ロ

グ
（W

eb

上
の
日
記
）
で
語
っ

て
も
ら
う
事
業
で
す
。
カ
モ

ン
ち
ゃ
ん
は
、
ブ
ロ
グ
周
知
、

今
後
の
事
業
の
マ
ス
コ
ッ
ト

を
目
的
に
、
直
弼
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
作
成
し
ま
し

た
。
名
前
を
全
国
か
ら
公
募

し
、
９
月
７
日
に
、
井
伊
直

市
民
創
造
事
業

”
子
ど
も
珍
道
中
“

～
彦
根
城
は
み
ん
な
の
宝
物
、城
内
で  

   

昔
を
発
見
し
よ
う
～

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、

開
国
を
断
行
し
た
井
伊
直
弼
を
し
の
ぶ
と
と

も
に
、
城
内
で
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
、
遊
び

を
通
し
て
学
び
ま
す
。

内
容　

大
手
前
公
園
で
は
、
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
・

モ
ザ
イ
ク
壁
画
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

彦
根
城
一
帯
で
は
、
昔
の
は
き
も
の
体
験
や
、

文
字
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

大
型
紙
芝
居
（
井
伊
直
弼
物
語
）
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

開
催
日　

1 1
月
29
日
㈯　

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
０
時
30
分

場
所　

彦
根
城
内
一
帯

そ
の
他　

雨
天
時
は
、
県
立
彦
根
東
高
等
学
校

体
育
館
で
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
市
子
ど
も
会
指
導
者

連
合
会
結
成
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
☎
23-

３
０
２
６
番
（
フ
ァ
ク
ス
共
用
）

大
江
戸
吹
雪
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

大
江
戸
吹
雪
の
歌
詞
の
分
析
・
解
説
を
通
じ

て
、
井
伊
直
弼
の
開
国
へ
の
思
い
や
、
心
意
気

を
知
っ
て
も
ら
い
、
井
伊
直
弼
の
歌
と
し
て
市

民
に
広
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し

て
行
い
ま
す
。
歌

詞
を
解
説
し
た

後
、
舞
い
を
体
験

し
て
も
ら
い
、
大

老
の
決
断
を
誇

り
に
思
い
、
偉
業

を
再
評
価
し
、
井

伊
直
弼
の
心
を

内
外
に
伝
え
て

い
き
ま
す
。

開
催
日
・
場
所　

　

12
月
６
日
㈯　

南
地
区
公
民
館

　

平
成
21
年
１
月
10
日
㈯　

東
地
区
公
民
館

　

同
２
月
７
日
㈯　

西
地
区
公
民
館

　

同
３
月
７
日
㈯　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー　

問
い
合
わ
せ
先　

直
弼
の
こ
こ
ろ
を
伝
え
る

会
☎
23-

２
３
４
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
７

０
０
番

 

　後期キッズハンドボール教室

〈内容〉わたしたちの周りの身近な環境、特に水環境につい

て、見つめ直し、環境問題をいっしょに考えませんか。水

に関する環境問題について、さまざま角度から学ぶ講座で

す。〈対象〉市内在住の人　〈定員〉20 人（先着順）　〈申込期

間〉1 1月17日㈪〜〈その他〉原則として、全ての講座に出席し

てください。なお、この講座は、彦根市環境保全指導員連絡

会議の養成講座としても位置づけています。次年度以降、環

境保全指導員としての活躍も期待しています。　〈申込・問い合

わせ先〉 生活環境課☎ 30-6116、FAX27-0395 弼
の
官
職
で
あ
る
「
掃か

部
も
ん
の

頭か
み

」
と
、「
彦
根
に
カ

モ
ン
」
の
願
い
を
込
め
て
【
カ
モ
ン
ち
ゃ
ん
】

に
正
式
決
定
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５

０
年
祭
公
式
サ
イ
トhttp://w

w
w.hikone-

150th.jp/

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

滋
賀
大
学
谷
口
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
☎
27-

１
０
４
２
番　

▲着ぐるみ完成の報告を行うために、市役所に

訪れたカモンちゃんと、滋賀大学の学生

▲ 10月４日に高宮地域文化セン

ターで行われた、舞の体験
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て
い
る
そ
う
で
す
。
私
は
そ
れ
を
少
し
で
も
手

伝
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
に
な
っ
て
い
く
中

で
、
お
年
寄
り
の
人
が
よ
り
人
間
ら
し
く
生
活

で
き
る
よ
う
な
社
会
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
一
番
大
切
な
の
は
お
年
寄
り

の
人
が
ど
う
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
尊

重
し
て
あ
げ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
だ
っ
た
ら
、
家
で
家
族
と
生
活
し
な
が
ら
、

た
ま
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
な
に
ぎ
や

か
な
所
で
仲
間
を
作
っ
た
り
し
て
生
活
し
た

い
で
す
。

母
の
職
場
を
見
学
し
て

水み
ず

本も
と　

有ゆ
う

紀き

さ
ん
（
東
中
学
校
１
年
）

　

先
日
、
母
の
職
場
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
始

め
に
、
病
院
の
方
へ
行
き
ま
し
た
。
入
っ
た
と

た
ん
に
消
毒
の
臭
い
が
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
老
健
施
設
へ
行
き
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
昼
食
の
時
間
で
み
ん
な
が
ホ
ー
ル
に
集

ま
っ
て
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
食
事
が
終

わ
っ
て
か
ら
利
用
者
さ
ん
と
お
話
し
を
し
ま

し
た
。
す
ご
く
記
憶
力
の
良
い
九
十
六
歳
の
お

ば
あ
さ
ん
が
た
く
さ
ん
話
し
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
色
々
な
人
が
話
し
か
け
て
く
れ
ま

し
た
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
は
と
て
も
よ
い
表

情
を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
得
意
な
事
を
話

す
時
は
目
が
輝
い
て
も
っ
と
良
い
表
情
に
な

り
ま
す
。
施
設
で
は
食
事
の
前
に
「
ご
っ
く
ん

体
操
」
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
小
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
週
に
一
度
お

や
つ
、
料
理
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
自

分
達
で
料
理
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
そ

れ
以
外
に
も
外
食
レ
ク
や
お
誕
生
日
会
、
夏
祭

り
、
敬
老
会
な
ど
楽
し
い
行
事
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
施
設
の
廊
下
や
ホ
ー
ル
に
そ
の
時
の

写
真
が
貼
り
出
し
て
あ
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ

を
見
て
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
す
い
か
割

学年は、応募時
のものです。

り
の
時
の
真
剣
な
表
情
や
今
に
も
笑
い
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
な
ぐ
ら
い
大
き
な
口
を
あ

け
て
大
笑
い
し
て
い
る
お
ば
あ
さ
ん
の
写
真

も
あ
り
ま
し
た
。

　

お
家
で
過
ご
す
こ
と
が
一
番
良
い
の
だ
け

れ
ど
、
中
に
は
家
よ
り
施
設
の
方
が
楽
し
い
と

い
う
利
用
者
さ
ん
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

認
知
症
や
病
気
の
人
を
家
で
介
護
す
る
こ

と
は
、
と
て
も
大
変
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
家
族
へ
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
短
期
間
だ
け
預
け
る
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
や
家
に
来
て
く
れ
る
訪
問
介
護
も

あ
る
そ
う
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
一

番
に
考
え
て
色
々
な
施
設
を
利
用
し
て
、
よ
り

良
い
人
生
を
送
れ
た
ら
良
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
の
そ
う
祖
母
（
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）
が

病
気
に
な
っ
た
時
に
、「
病
院
は
嫌
や
。」「
畳
の

上
で
死
に
た
い
。」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
願
い
を
祖
母
は
聞
い
て
十
一
日
間
寝
な
い

で
看
病
し
て
あ
げ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
お
か
げ

で
、
そ
う
祖
母
は
家
族
や
近
所
の
た
く
さ
ん
の

人
達
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
旅
立
っ
た
そ
う
で

す
。
私
は
祖
母
を
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
母

は
そ
ん
な
祖
母
の
事
を
尊
敬
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
祖
母
も
病
院
が
嫌
い
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
だ
か
ら
祖
母
が
そ
う
祖
母
に
し
て
あ
げ
た

こ
と
を
母
も
祖
母
に
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ

　
　
　
　
　

選　
　

評

　

母
親
の
職
場
で
あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設

を
見
学
し
て
、
利
用
者
の
生
き
生
き
と
し
た

姿
や
瞳
の
輝
き
に
目
を
向
け
、
高
齢
化
社
会

や
介
護
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
ま
す
。
祖
母
と
母
の
行
動
や
思
い
に
寄
り

添
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
思
い
を
深
め
、

お
年
寄
り
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
共
に
よ
り

よ
い
人
生
を
送
る
た
め
の
介
護
の
在
り
方
を

自
分
な
り
の
視
点
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す

前ま

え

川が

わ　

瞳
ひ
と
み

さ
ん
（
西
中
学
校
２
年
）

　

み
ん
な
で
幸
せ
を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
、
互
い
に
認
め
合
い
、

と
も
に
生
き
る
人
権
尊
重
の
確
か
な
実
践
に
つ
い
て
、
参
加
者
と

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
こ
の
つ
ど
い
は
、「
人
を
人
と
し

て
尊
ぶ
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
彦
根
」
の
実
現
、
そ
し
て
、
差
別

を
な
く
す
確
か
な
実
践
を
目
指
し
て
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
６
日
㈯　

午
後
１
時
15
分
〜
同
４
時

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

エ
コ
ー
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
認
め
あ
い
、
共
に
生
き
る
人
権
尊
重
の
確
か
な
実
践
を
」

内
容　

講
演　
「
自
閉
症
の
子
ど
も
と
共
に
」

　

福
永
ナ
ナ
子
さ
ん

　
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
滋
賀
自
閉
症
研
究
会
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
理
事
長
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
南
京
玉
す
だ
れ
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び
指
導
助
言　

川か
わ

嶌し
ま

順
次
郎
さ
ん
（
京
都

女
子
大
学
講
師
）

託
児　

12
月
２
日
㈫
ま
で
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
、
お
や
つ
代
と
し

て
一
人
２
０
０
円
必
要
で

す
。

託
児
の
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

女
性
の
つ
ど
い
事
務
局

（

教
育
委
員
会
人
権
教
育
課

内
）
☎
24-

７
９
７
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番
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水み
ず

谷た
に

静せ
い

花か

ち

ゃ

ん

（
大
藪
町
）

水み
ず

谷た
に

映え
い

花か

ち

ゃ

ん

（
大
藪
町
）

山や
ま

本も
と

愛あ
い

華か

ち

ゃ

ん

（
薩
摩
町
）

※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

12 月前半

１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

10日㈬

1 1日㈭

12日㈮

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、海瀬

里根、外、戸賀、小泉、開出今蔵の町団地、八坂東団地、野瀬、

西今、三津、海瀬

芹川、戸賀、小泉、山之脇、開出今、西今、三津屋

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂北、

開出今団地（第１・３部）、大藪、開出今、西今、三津屋

中央（第２・３部）、立花、金亀、尾末、大藪、城町一丁目、

城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、開出今、甘呂、

宇尾、須越

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一丁目、

中藪二丁目、中藪、長曽根南、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、甘呂、宇尾、須越、八坂

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、平田（大沢を除く）、甘呂、日夏、竹ケ鼻、八坂

平田（大沢を除く）、日夏、竹ケ鼻、亀山地区、稲部（稲部）、

田原、出路、稲枝（西）、服部

日夏、亀山地区、稲枝（西）、肥田（西肥田を除く）、上稲葉、

下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、金沢（金沢団地）、田附、新海、

南三ツ谷、甲崎、野良田 

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12 月前半】

図書館休館日 １日㈪、８日㈪、15 日㈪日 ( 水・

祝 )、10 日 ( 月 )

３日㈬

４日㈭

２日㈫

５日㈮

９日㈫

1 0日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WA っとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

11日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

12 月前半

１2日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００



広報ひこね
通巻第 1190 号
（平成20年11月15日発行）

発行：彦根市　　　〒 522-8501  滋賀県彦根市元町 4 番 2 号  ☎ 0749-22-1411 ㈹  FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　● 1 日・15 日発行　　彦根市ホームページ　 http://www.city.hikone.shiga.jp/

この「広報ひこね」は 48,000 部作成し、１部当たりの単価は 8 円（１円未満切り捨て）です。

ただし、原稿作成・編集などにかかる職員の人件費は含まれていません。

12広報ひこね　平成 20 年 11 月 15 日
「広報ひこね」は、環境に配慮し、再生紙を使用しています。また、揮発性有機化合
物の発生を抑えた大豆油インキを使用しています。廃棄する場合には古紙回収に出し
てください。

今月の納税 固定資産税（第３期） 12月１日㈪までに納めましょう

　

彦
根
を
代
表
す
る
地
場
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
経
済
産
業
省
の
伝
統
的
工
芸

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
彦
根
仏
壇
。
彦
根
市
で
は
、
彦
根
仏
壇
の
製
造
に
従
事

し
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
皆
さ
ん
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
32
回
目
を
迎
え
た
今

年
は
、
次
の
３
人
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。

表
彰
式

　

日
時　

1 1
月
22
日
㈯　

午
前
９
時
15
分
〜

　

場
所　

み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
課
☎
30-
６
１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番 

漆
う
る
し　

塗ぬ
り

　

岩
泉
ひ
で
子
さ
ん

（
佐
和
町
）

組く
み　

立た
て

  

若わ
か

宮み
や

博ひ
ろ

史し

さ
ん

（
小
泉
町
）

漆
う
る
し　

塗ぬ
り

清し

水み
ず

隆
り
ゅ
う

司じ

さ
ん

（
栄
町
二
丁
目
）


